
2024 年 11 月 03 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕前第 8 主日／聖徒の日・永眠者祈念礼拝     No. 44 
 

主日礼拝 

 

前奏 「いつくしみ深き」(D.ウッド) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

イエスは言われた。「わたしは復活であり、命である。

わたしを信じる者は、死んでも生きる。 生きていてわ

たしを信じる者はだれも、決して死ぬことはない。こ

のことを信じるか。」  (ヨハネによる福音書 11:25,26) 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 

リタニ― 「聖徒の日のリタニー」 
 

司式者：神さまは、いのちをくださった。 

みんな：神さま、いのちをありがとう。 

司式者：いつか私たちは、 

神さまのところに、帰っていきます。 

みんな：どうぞ、神さま、お守りください。 

司式者：亡くなった人も、今、ここにいる私たちも 

みんな：神さまに守られてひとつです。 

司式者：声をあわせて、賛美しましょう。 

一緒に：神さま、あなたこそ、私たちのいのちです。 

アーメン 

 

賛美 533「どんなときでも」 

 

 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 

聖書 ローマの信徒への手紙 8:31～39 
  新約(新共同訳)P285～P286 

 
 

31 では、これらのことについて何と言ったらよいだろうか。もし神

がわたしたちの味方であるならば、だれがわたしたちに敵対できます

か。32 わたしたちすべてのために、その御子をさえ惜しまず死に渡

された方は、御子と一緒にすべてのものをわたしたちに賜らないはず

がありましょうか。33 だれが神に選ばれた者たちを訴えるでしょ

う。人を義としてくださるのは神なのです。34 だれがわたしたちを

罪に定めることができましょう。死んだ方、否、むしろ、復活させら

れた方であるキリスト・イエスが、神の右に座っていて、わたしたち

のために執り成してくださるのです。35 だれが、キリストの愛から

わたしたちを引き離すことができましょう。艱難か。苦しみか。迫害

か。飢えか。裸か。危険か。剣か。 

36「わたしたちは、あなたのために 

一日中死にさらされ、 

屠られる羊のように見られている」 

と書いてあるとおりです。37 しかし、これらすべてのことにおい

て、わたしたちは、わたしたちを愛してくださる方によって輝かしい

勝利を収めています。38 わたしは確信しています。死も、命も、天

使も、支配するものも、現在のものも、未来のものも、力あるもの

も、39 高い所にいるものも、低い所にいるものも、他のどんな被造

物も、わたしたちの主キリスト・イエスによって示された神の愛か

ら、わたしたちを引き離すことはできないのです。 
 



賛美 Ⅰ312「いつくしみふかき」 

 

 
 

説教 「神に結ばれる生き方」 

 

賛美  575「球根の中には」 

  

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

 
 

後奏 「球根の中には」 

(J.ファーガソン&J.カーター) 
 

司 式 光成 由樹 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 

 
※お立ちになるのが困難な方は、座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 


